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Pick Up
今月のイベント

　

西
久
保
地
区
に
伝
わ
る
町
指
定
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
西
久
保
彼

岸
獅
子
」
が
３
月
21
日
、
西
久
保
公

民
館
で
披
露
さ
れ
、
同
地
区
の
住
民

の
皆
さ
ん
ら
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

舞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

太た
い

夫ゆ
う

獅
子
、
雄
獅
子
、
雌
獅
子
の

三
体
一
組
が
、
お
囃
子
に
合
わ
せ
て

舞
う
同
地
区
の
彼
岸
獅
子
。
こ
の
日

は
「
通
り
」
か
ら
「
弓
く
ぐ
り
」
ま

で
全
11
番
あ
る
舞
の
う
ち
、
９
つ
を

披
露
。
美
し
く
勇
壮
な
舞
で
会
場
に

詰
め
か
け
た
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

舞
を
継
承
す
る
西
久
保
彼
岸
獅
子

保
存
会
（
渡
部
克
宏
会
長
）
に
よ
る

と
、
同
地
区
の
彼
岸
獅
子
は
１
０
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
住
民
の
無

病
息
災
を
祈
る
だ
け
で
な
く
、
か
つ

て
は
武
士
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に

も
奉
納
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

舞
は
門
外
不
出
と
さ
れ
、
同
地
区

内
の
跡
取
り
に
の
み
継
承
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
り
一
時
中
断
し

た
も
の
の
、
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
に
再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

同
保
存
会
が
毎
年
春
彼
岸
の
中
日
に

奉
納
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
彼
岸

獅
子
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
町
内

で
は
西
久
保
地
区
の
み
で
す
。

　

太
夫
獅
子
を
務
め
る
よ
う
に
な
り

３
年
目
を
迎
え
た
鈴
木
歩あ

ゆ
む

さ
ん
は

「
代
々
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
な
の
で
、

後
の
世
代
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

春を告げる伝統の舞
「西久保彼岸獅子」
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今月の表紙
Pick Up でも紹介した
西久保彼岸獅子での一
コマ。太夫獅子を務め
た鈴木歩さんに抱っこ
されているのは、長男
の翔

し

音
お ん

くん。舞が終わ
り、ママからパパへと
渡されると、「こんな
のパパじゃない」と言
わんばかりに泣きなが
ら抵抗していました。

【撮影日】３月 21 日
【撮影場所】西久保公民館
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●
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
目
的

　

東
日
本
大
震
災
後
に
落
ち
込
ん
だ

本
県
の
観
光
客
数
は
回
復
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評

は
根
強
く
、
震
災
か
ら
４
年
が
た
っ

た
現
在
も
な
お
、
観
光
入
込
客
数
は

震
災
前
の
水
準
ま
で
戻
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
し
、
本

県
の
観
光
を
震
災
前
の
水
準
に
戻
す

た
め
の
足
掛
か
り
と
す
る
の
が
今
回

の
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
目
的
で
、
福
島

県
全
体
で
の
開
催
は
、
平
成
13
年
以

来
14
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

●
テ
ー
マ
は「
花
」「
食
」「
温
泉
」

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
、「
花
」「
食
」「
温
泉
」。
そ
の
ど

れ
も
が
自
慢
で
き
る
本
町
に
ぴ
っ
た

り
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
桜
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
が
見
頃
。
観
音
寺
川
や
町

営
牧
場
な
ど
の
桜
の
名
所
で
は
、
桜

ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
食
」
に
お
い
て
は
、
町
の
代
表

的
な
「
食
」
と
も
い
え
る
「
そ
ば
」、

町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
「
い
な
わ
し
ろ
天

の
つ
ぶ
」や
町
自
慢
の
和
・
洋
ス
イ
ー

ツ
な
ど
を
積
極
的
に
発
信
し
ま
す
。

　

ま
た
、
猪
苗
代
は
県
内
有
数
の
温

泉
ど
こ
ろ
。
18
も
の
源
泉
が
あ
り
、

湯
め
ぐ
り
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

●
本
町
で
の
取
り
組
み

　

猪
苗
代
観
光
協
会
や
町
内
の
観
光

施
設
で
は
、
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
開
催

に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
企

画
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
も
て
な
し
を
実

施
し
ま
す
。

　

猪
苗
代
観
光
協
会
で
は
、
Ｄ
Ｃ
開

幕
を
前
に
、
Ｊ
Ｒ
猪
苗
代
駅
前
か
ら

中
央
商
店
街
ま
で
の
街
路
灯
に
歓
迎

の
フ
ラ
ッ
グ
を
設
置
。
同
協
会
で
は
、

主
に
町
内
を
巡
る
日
帰
り
ポ
ケ
ッ
ト

ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

４
月
１
日
に
は
、
野
口
英
世
記
念

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
Ｄ

Ｃ
期
間
中
は
、
特
別
企
画
と
し
て
紙

芝
居
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
県

迎
賓
館
は
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
末

ま
で
特
別
公
開
さ
れ
、
５
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
の
３
日
間
は
、
天
鏡
閣

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
町
内
、

県
内
の
観
光
に
出
掛
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
県
外
か
ら
の
お

客
さ
ん
と
と
も
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
で
、
Ｄ
Ｃ
の
盛
り
上
げ

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

Ｄ
Ｃ
を
実
施
す
る
の
は
観
光
関
係

者
、
自
治
体
や
Ｊ
Ｒ
で
す
が
、
Ｄ
Ｃ

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
私
た
ち
個

人
に
も
で
き
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
の
メ
イ
ン
イ
メ
ー

ジ
を
手
掛
け
る
写
真
家
、
野
口
勝
宏

さ
ん
の
活
動
が
そ
の
ヒ
ン
ト
。

　
「
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
」「
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち

か
ら
、
個
人
的
に
撮
影
・
制
作
を
始

め
た
「
福
島
の
花
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

人
の
心
を
動
か
し
、
ま
た
別
の
人
へ

と
伝
わ
り
、
そ
れ
が
連
鎖
し
て
大
き

な
反
響
を
巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
気
持
ち
は
、
お
も
て
な
し
に
も

欠
か
せ
な
い
も
の
。
人
に
親
切
に
し

て
も
ら
っ
た
り
、
温
か
く
接
し
て
も

ら
っ
た
り
す
る
と
、
と
て
も
心
地
よ

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人
の

記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
た
、
人
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
自
分
の
喜
び
に
も
つ
な
が

る
｜
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
町
に
来
て

く
れ
た
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
本
町

や
本
県
の
観
光
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
道
を
聞
か
れ
た
ら
親
切
に
教
え

て
あ
げ
る
」「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
も
い
い
ん
で
す
。
町
の
将
来
の
た

め
に
、自
分
な
り
の
「
お
も
て
な
し
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

野口英世記念館がリニューアルオープン
　ふくしまＤＣでＪＲ東日本のメ
インイメージを手掛ける、写真家
の野口勝宏さん（東南真行出身）。
主に広告用写真の仕事をする傍ら
で、県内に咲く花の写真作品「福
島の花」シリーズを撮影・制作し
ています。
　「震災後しばらくの間、ぱった
りと仕事が止まりました。テレビ
をつけると毎日震災のことばか
り。そんなとき、近所の人が『花
でも撮ってみない？』と花を持っ
てきてくれたんです。それを見て
目頭が熱くなり、『花というのは
こんなに人の心を動かすものなの
か』と感じました。その後、花の
写真をあげたら、とても喜んでく
れて。その時に、仕事では感じた
ことのない喜びを感じたんです」
と野口さんは花の写真を撮り始め

たきっかけを語ります。
　「福島の花」の撮影を始めてか
ら約１年後、フェイスブックを開
設し写真を掲載すると、瞬く間に
話題沸騰。国内外で同シリーズの
写真展や動画が紹介され、著書「こ
こは花の島」も出版されるなど、
大きな反響を呼んでいます。
　「花は、国も宗教も年齢も関係
なく、感じあえるもの。人と人を
結び、みんなを笑顔にしてくれる
んです」と野口さん。３月下旬に
は、凱旋展ともいえる写真展が和
みいなで開かれました。
　「自分が撮った写真で、世の中
がどう変わっていくのかを見てみ
たい」と語る野口さん。とどまる
ことを知らないムーブメントは、
どこまで広がりを見せるのか、今
後ますます目が離せません。

中央商店街の街路灯に設置さ
れた歓迎のフラッグ

写真上＿リニューアル
された館内。日本初の
体験型アトラクション

「バクテリウム」やクイ
ズなど、楽しみながら
学べる工夫が満載です
写真下＿ＤＣ期間中、
博士の生家の前で紙芝
居を披露しています

野口  勝宏さん
　（東南真行出身）

Interview

写真家

【Plofile】1959 年生まれ、写真家。東日
本大震災を契機に “ 福島の花で世界の
人々を笑顔にしたい ” と「福島の花」シ
リーズを撮影・制作。国内外で高い評価
を受ける。ふくしまＤＣではＪＲ東日本
のメインイメージに採用され、ポスター
や駅構内・ラッピング車両を花で彩る。

ふくしまＤＣ、 はじまる。

「花が人と人を結び、みんなを笑顔にする」
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パラレル大回転で７位に入った雄一さんの滑り

二
人
三
脚
で

追
い
か
け
た
夢

念
願
だ
っ
た
夫
婦
で
の
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場

　

３
月
28
日
か
ら
４
月
５
日
ま
で

の
９
日
間
、
ロ
シ
ア
の
ハ
ン
テ
ィ

マ
ン
シ
ー
ク
ス
な
ど
で
開
か
れ
た

第
18
回
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
本
町

の
星
雄
一
さ
ん
、
奈
々
さ
ん
夫
婦

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
前
、
星
さ
ん
夫
婦
に
心
境

を
た
ず
ね
る
と
「
夫
婦
揃
っ
て
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
の
が

夢
だ
っ
た
の
で
、
決
ま
っ
た
時
は

言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
う
れ
し

か
っ
た
。
目
標
は
夫
婦
で
メ
ダ
ル

を
取
る
こ
と
」
と
話
し
ま
し
た
。

猪
苗
代
に
住
む
き
っ
か
け

　

雄
一
さ
ん
は
郡
山
市
、
奈
々
さ

ん
は
南
会
津
町
の
出
身
で
、
２
人

は
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
結

婚
。雄
一
さ
ん
の
職
場
が
郡
山
市
、

奈
々
さ
ん
の
職
場
が
会
津
若
松
市

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
間
の

本
町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
す
る
２
人
に

と
っ
て
は
、
ス
キ
ー
場
が
近
く
に

あ
る
こ
と
も
魅
力
で
し
た
。

　
「
猪
苗
代
は
、
実
家
が
あ
る（
南

会
津
町
）舘
岩
に
環
境
が
似
て
い

る
の
で
、
と
て
も
落
ち
着
く
」
と

奈
々
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
４
年
に

１
度
開
か
れ
る
、
ろ
う
者
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
も
い
え
る
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
夏
季
大
会
と

冬
季
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　

妻
の
奈
々
さ
ん
は
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
初
出
場
。
夫
の
雄
一
さ
ん

は
２
度
目
の
出
場
で
、
前
回
出
場

し
た
２
０
０
３
（
平
成
15
）
年

の
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス

チ
ー
ム
を
引
退
す
る
と
い
う
雄
一

さ
ん
は
「
２
回
目
の
出
場
で
、
最

高
に
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

奈
々
さ
ん
は
「
４
年
後
の
デ
フ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
か
ど
う
か

は
、
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
ゆ
っ
く

り
考
え
た
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
今
後
も
夫
と
共
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
な
が
ら
、
国
内
で
い
ろ
い
ろ

な
大
会
に
参
加
し
て
、
今
ま
で
以

上
に
良
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
会
で
は
４
位
に
入

る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

今
回
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

共
に
パ
ラ
レ
ル
大
回
転
と
パ
ラ
レ

ル
回
転
の
２
種
目
に
出
場
。

　

パ
ラ
レ
ル
種
目
は
、
並
行
し
て

設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
２
人
が
同

時
に
滑
走
す
る
も
の
。
予
選
を
２

本
滑
り
、
男
子
は
上
位
16
位
、
女

子
は
上
位
８
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
は
２
人
が
同
時
に
滑
走
し
、

先
に
ゴ
ー
ル
し
た
者
が
勝
ち
抜
け

て
い
く
競
技
で
す
。

２
種
目
で
夫
婦
揃
っ
て
の
入
賞

　

３
月
30
日
に
行
わ
れ
た
パ
ラ
レ

ル
大
回
転
競
技
で
は
、
雄
一
さ
ん

が
７
位
、
奈
々
さ
ん
が
４
位
と
共

に
入
賞
。
４
月
３
日
の
パ
ラ
レ
ル

回
転
競
技
で
も
、
雄
一
さ
ん
が
８

位
、
奈
々
さ
ん
が
６
位
と
揃
っ
て

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、「
目
標
の
メ
ダ

ル
は
逃
し
た
け
れ
ど
も
、
夫
婦

揃
っ
て
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
現
地
か
ら
連
絡

を
く
れ
た
奈
々
さ
ん
。

　

今
回
の
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
も
っ
て
、
日
本
ろ
う
者
ス
キ
ー

協
会
ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

ハーイ、きらりさん Special

４位入賞を果たしたパラレル大回転での奈々さんの滑り

※競技写真は日本ろうあ連盟 facebook から
引用したものです。

第
18
回
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
本
代
表

星 

雄
一
さ
ん

　

 

奈
々
さ
ん

星　雄一（ほし・ゆういち）
1968 年生まれ、郡山市出身

星　奈々（ほし・なな）
1980 年生まれ、南会津町出身
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歳
入
は
大
き
く「
自
主
財
源
」

と「
依
存
財
源
」の
二
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
「
自
主
財
源
」
と
は
、
町
が
自

主
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

財
源
の
こ
と
で
す
。
町
の
主
要
な

財
源
の
一
つ
で
あ
る
町
税
を
は
じ

め
と
し
て
、
使
用
料
、
手
数
料
、

分
担
金
、
負
担
金
や
財
産
収
入
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
主
要
な
財
源
の
一

つ
で
あ
る
町
税
は
18
億
７
１
１
万

４
千
円
（
前
年
度
比
２
８
２
５
万

６
千
円
の
減
）
で
歳
入
全
体
の

22
・
２
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
内

訳
は
上
の
表
の
と
お
り
）。
こ
の

ほ
か
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
か
ら

の
繰
入
金
が
１
億
３
３
７
５
万
４

千
円（
前
年
度
比
４
億
１
４
７
３

万
２
千
円
の
減
）、
雑
収
入
な
ど

の
諸
収
入
が
１
億
７
７
６
０
万
２

千
円
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
は

前
年
と
同
額
な
ど
、
自
主
財
源
の

合
計
は
24
億
４
８
８
１
万
３
千
円

で
、歳
入
全
体
の
30
・
１
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県

か
ら
交
付
さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、

地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
、
町
債
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

依
存
財
源
で
は
、
全
体
の
34
・

７
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

28
億
２
７
２
７
万
３
千
円（
前
年

度
比
９
６
８
３
万
５
千
円
の
増
）。

町
債
は
、
道
の
駅
整
備
事
業
な
ど

を
見
込
み
、
11
億
７
１
８
０
万

円
と
な
り
ま
し
た（
前
年
度
比

３
億
８
１
８
０
万
円
の
増
）。

　

町
債
の
借
り
入
れ
に
当
た
っ
て

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利
な

も
の
を
選
ぶ
な
ど
、
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。国
・

県
の
負
担
金
、
補
助
金
や
地
方
消

費
税
交
付
金
な
ど
、
依
存
財
源
の

合
計
は
56
億
９
２
１
８
万
７
千
円

と
な
り
、
歳
入
全
体
の
69
・
９
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的

な
活
用
に
努
め
ま
す
。
行
財
政
改

革
の
推
進
に
よ
り
事
務
事
業
を
徹

底
的
に
見
直
し
、
経
費
の
節
減
・

事
務
の
合
理
化
を
進
め
る
一
方
、

重
点
施
策
を
選
別
し
て
編
成
し
ま

し
た
。

　

歳
出
の
22
・
２
％
を
占
め
る
土

木
費
は
、
町
道
や
町
営
住
宅
の
整

備
・
管
理
、
除
雪
な
ど
に
使
わ
れ

る
費
用
で
、
こ
の
中
に
は
道
の
駅

整
備
事
業
費
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

予
算
額
は
18
億
１
０
７
２
万
９
千

円
（
前
年
度
比
７
億
８
６
８
５
万

４
千
円
の
増
）
で
す
。

　

こ
れ
に
続
く
の
が
、
社
会
福
祉

や
児
童
福
祉
な
ど
に
使
わ
れ
る
民

生
費
で
す
。
全
体
の
16
・
７
％
、

13
億
５
６
７
０
万
４
千
円
（
前
年

度
比
７
４
３
６
万
６
千
円
の
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
次
に
続
く
の
が
、
全
般
的

な
管
理
事
務
、
戸
籍
、
統
計
、
徴

税
、
選
挙
な
ど
に
使
わ
れ
る
総

務
費
で
す
。
全
体
の
12
・
３
％
、

10
億
１
８
９
万
６
千
円
（
前
年
度

比
１
億
６
２
４
３
万
５
千
円
の

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど

に
使
わ
れ
る
教
育
費
が
全
体
の

12
・
０
％
、
９
億
８
０
４
８
万
５

千
円
（
前
年
度
比
８
億
７
１
７
７

万
９
千
円
の
減
）。
借
入
金
償
還

の
た
め
の
公
債
費
が
全
体
の
11
・

４
％
、
９
億
２
６
４
０
万
８
千
円

（
前
年
度
比
６
０
９
万
６
千
円
の

減
）。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
６
億

５
４
４
６
万
５
千
円
（
前
年
度
比

２
億
３
２
５
６
万
１
千
円
の
増
）。

衛
生
費
は
４
億
４
６
５
８
万
６
千

円
（
前
年
度
比
３
９
０
万
９
千
円

の
減
）。商
工
費
は
４
億
４
５
３
９

万
５
千
円
（
前
年
度
比
２
３
５
５

万
６
千
円
の
減
）。
消
防
費
は
、

３
億
７
１
３
１
万
７
千
円
（
前
年

度
比
１
８
３
６
万
７
千
円
の
増
）。

議
会
費
は
１
億
１
５
８
８
万
３
千

円
（
前
年
度
比
５
４
８
万
９
千
円

の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業

　

本
年
度
中
に
実
施
す
る
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
道
の
駅
整
備
事
業　

　
　
　

８
億
９
５
２
１
万
３
千
円

▽
防
災
行
政
無
線
更
新
事
業

　
　
　
　

１
億
１
１
０
万
３
千
円

■平成 27 年度予算

一般会計予算は

平
成
27
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
編
成
に
あ
た
り

財
源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
大
規
模
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
重
点
を
お
い
た
予
算
と
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
81
億
４
１
０
０
万
円
と
、
前
年
度
に
比
べ
２
億
２
６
０
０
万
円（
２
・

９
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
27
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

81億 4,100 万円

一
般
会
計

   

歳
入

一
般
会
計

   

歳
出

自主
財
源

依

存

財 源

歳入

町税
18億711万4千円
（22.2％）

地方交付税
28億2,727万3千円
（34.7％）

町債
11億7,180万円
（14.4％）

繰入金
1億3,375万4千円
（1.6％）

諸収入
1億7,760万2千円
（2.2％）

繰越金
1億5,000万円
（1.8％）

県支出金
6億8,849万1千円（8.5％）

国庫支出金
6億9,449万8千円
（8.5％）

使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄付金
1億8,034万3千円
（2.2％）

地方消費税交付金・地方譲与税・自動車取得税交付金
地方特例交付金・ゴルフ場利用税交付金・利子割交付金
交通安全対策特別交付金・配当割交付金・株式等譲渡
所得割交付金
3億1,012万5千円（3.8％）

対前年度比予 算 額会 計 名

猪苗代地区財産区

翁 島 地 区 財 産 区

長 瀬 地 区 財 産 区

吾 妻 地 区 財 産 区

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

特定環境保全下水道事業

農業集落排水事業

合　　　　　計

451万6千円

264万5千円

1,469万3千円

843万9千円

20億755万5千円

14億9,168万3千円

5億3,655万4千円

1億3,977万7千円

1億4,752万5千円

45億2,010万2千円

△69.7％

3.1％

2.4％

△24.3％

12.6％

後 期 高 齢 者 医 療 1億6,671万5千円

4.6％

0.3％

△10.8％

△2.2％

6.0％

予 算 額区 分 予 算 額区 分

3億7,929万2千円
　　　　（対前年度比△0.1％）

3億3,630万6千円
（対前年度比△5.2％） 

1億4,955万5千円
（対前年度比△3.4％）

2,876万2千円
（対前年度比△38.6％）

収入

支出

収入

支出

収 

益 

的

資 

本 

的

※資本的収支の不足額1億2,079万3千円は、過年度分損益勘
定留保資金から補てんします。

水道事業会計予算

特別会計予算
議会費
1億1,588万3千円
（1.4％）

総務費
10億189万6千円
（12.3％）

民生費
13億5,670万4千円
（16.7％）

衛生費
4億4,658万6千円
（5.5％）

農林水産業費
6億5,446万5千円
（8.0％）

商工費
4億4,539万5千円
（5.5％）

土木費
18億1,072万9千円
（22.2％）

消防費
3億7,131万7千円
（4.6％）

教育費
9億8,048万5千円
（12.0％）

災害復旧費
113万2千円
（0.0％）

公債費
9億2,640万8千円
（11.4％）

予備費
3,000万円
（0.4％）

△2.9％

歳出

町税の内訳

区 分 予 算 額 町民1人あたり

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

入 湯 税

町民1人あたりの町税負担額合計

5億8,318万2千円 37,867円

66,668円

2,438円

8,136円

2,228円

117,337円

10億2,675万3千円

3,755万円

1億2,530万3千円

3,431万6千円

予 算 額区 分 予 算 額区 分

7,864万8千円
（対前年度比△6.6％）

8,119万3千円
（対前年度比△7.0％）

5,548万2千円
（対前年度比△4.7％）

 536万円
  （対前年度比0％）

収入

支出

収入

支出

資 

本 

的

病院事業会計予算

※収益的収支の不足額254万5千円および資本的収支の不足額
5,494万6千円は、基金から補てんします。

収 

益 

的

町民1人あたりの予算（一般会計） 528,602円

※町民1人あたりの税額および予算額は、27年2月末現在
の人口をもとに算出しています。
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●町の汚水処理対策の種類
（１）公共下水道事業および農業集落
排水事業
　主に家屋が密集して市街地や農村を
形成している区域で、町が道路などに
汚水管を埋設し、町が管理する処理施
設へ接続しています。町内には「猪苗
代」「志田浜」「中ノ沢」の３カ所の下
水道処理施設と「金曲」「白津」「樋ノ
口」「湖岸」「山潟」の５カ所の農業集
落排水施設があります。
※以降は「下水道等」と表記します。
どちらの処理施設も法令による排水の
水質基準をクリアできる処理能力があ
り、町が適正に維持管理しています。

（２）浄化槽事業
　下水道等が整備されていない区域で
は、建物に「浄化槽」という汚水処理
装置を設置し、個別に維持管理してい
ただいています。

●現況を確認しましょう
　自分の建物からの汚水がどのように
排出されているか確認することが重要
です。特に相続したり、既存建物を購
入したりした場合は排水がどうなって
いるかよく分からないままとなってい
るケースが多くあります。この機会に
現況を確認してみてはいかがでしょう
か？

（１）下水道等に接続している場合

　下水道等の処理施設で
汚水は適正に処理されています。

（２）くみ取り便所の場合
　台所や風呂などの雑排水は近くの水
路や側溝などに「未処理」で放流され
ています。また、便所のくみ取りが定
期的に必要で、においや害虫に悩まさ
れます。

（３）浄化槽の場合
　①単独処理浄化槽
　便所の排水のみ浄化槽で処理して水
路などに放流されていますが、台所な
どの雑排水は「未処理」です。また、
構造が古いため処理能力は低く、適正
に維持管理しても水環境に与える負荷
が大きいため、法令により新設ができ
なくなりました。単独処理浄化槽は、
くみ取り便所よりも処理方式の転換が
求められるものです。
　②合併処理浄化槽
　建物からの汚水は全て浄化槽で処理
されて水路などに放流されています。
定期的な保守点検、年１回以上の清掃、
年１回の法定検査を全て実施して適正
に維持管理すれば、下水道等と同等の
処理能力があります。ただし、下水道

等が整備され
た区域では、すぐに下水道等へ切り替
えていただくことが必要です。

●工事と費用負担が必要です
（１）下水道等の場合
　下水道等が整備され、使えるように
なった場合は、建物の汚水を町が整備
した汚水管（公共ます）に接続する工
事を行ってください。この工事は町の
指定工事店のみが行うことができま
す。なお、必要な場合は工事費用に対
する融資あっせん制度や利子補給制度
があります。

（２）浄化槽の場合
　下水道等の計画区域外に合併処理浄
化槽を設置する場合は、町の補助制度
があります。なお、猪苗代湖流域内に
おいては、県条例により「窒素及びリ
ン除去型浄化槽」という、より高度な
処理能力を持つ浄化槽の設置が義務付
けられています。

「守ろう 
 美しい川と湖」

　私たち人間が「生活」や「事業活動」をする上で、「水」
は欠かせないものです。しかし、利用し終わって不要になっ
た水（汚水）を適正に処理しないと、においや害虫の発生源
となり近所に迷惑を掛けるばかりでなく、長期的に見ると、
河川や湖沼などを汚染し将来の世代に負の遺産を残すことに
なってしまいます。

～町の汚水処理対策にご協力ください～

問上下水道課　下水道係　☎（62）5633

※ＢＯＤ量とは…汚れ（有機
物）の排出量を表す指標で、
一般的な家庭では一人一日あ
たり 40 グラムのＢＯＤを排
出することとされています。

所得段階区分 負担
割合

月額
換算 年額

第１
段階 生活保護受給者 基準額

× 0.50 1,850 円 22,200 円

第２
段階

世帯全員が市町村民税非課税
かつ本人年金収入 80 万円以
下

基準額
× 0.50 1,850 円 22,200 円

第３
段階

世帯全員が市町村民税非課税
かつ第 2 段階に該当しない

基準額
× 0.75 2,775 円 33,300 円

第４
段階

本人が市町村民税非課税（世
帯に課税者がいる）で、本人
年金収入 80 万円以下

基準額
× 0.95 3,515 円 42,180 円

第４
段階

本人が市町村民税非課税（世
帯に課税者がいる）で、本人
年金収入 80 万円以上

基準額 3,700 円 44,400 円

第５
段階

市町村民税課税かつ基準所得
金額（190 万円）未満

基準額
× 1.25 4,625 円 55,500 円

第６
段階

市町村民税課税かつ基準所得
金額以上

基準額
× 1.50 5,550 円 66,600 円

所得段階区分 負担
割合

月額
換算 年額

第１
段階

生活保護受給者、老齢福祉年
金 受 給 者、 世 帯 全 員 が 市 町
村民税非課税で本人年金収入
80 万円以下

基準額
× 0.50 2,750 円 33,000 円

第２
段階

世帯全員が市町村民税非課税
で、本人年金収入 80 万円超
120 万円以下

基準額
× 0.75 4,125 円 49,500 円

第３
段階

世帯全員が市町村民税非課税
で、本人年金収入 120 万円超

基準額
× 0.75 4,125 円 49,500 円

第４
段階

本人が市町村民税非課税（世
帯に課税者がいる）で、本人
年金収入 80 万円以下

基準額
× 0.90 4,950 円 59,400 円

第５
段階

本人が市町村民税非課税（世
帯に課税者がいる）で、本人
年金収入 80 万円超

基準額 5,500 円 66,000 円

第６
段階

市町村民税課税かつ合計所得
金額が 120 万円未満

基準額
× 1.20 6,600 円 79,200 円

第７
段階

市町村民税課税かつ合計所得
金額が 120 万以上 190 万円未
満

基準額
× 1.30 7,150 円 85,800 円

第８
段階

市町村民税課税かつ合計所得
金額が 190 万円以上 290 万円
未満

基準額
× 1.50 8,250 円 99,000 円

第９
段階

市町村民税課税かつ合計所得
金額 290 万円以上

基準額
× 1.70 9,350 円 112,200

円

平成 26 年度までの保険料 平成 27 年度～平成 29 年度の保険料

介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
や
利
用
者
負
担
割
合
、

介
護
保
険
料
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
３
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

４
月
か
ら
、
介
護
保
険
施
設

で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
町
内
の
施
設
で
は
「
い
な
わ

し
ろ
ホ
ー
ム
」
や
「
咲
楽
の
里
」

が
該
当
）に
入
所
で
き
る
人
が
、

原
則
と
し
て
要
介
護
度
３
以
上

の
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
を
利
用
す
る
人

は
住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
や
小
規
模
の
通
所
介
護
が

地
域
密
着
型
通
所
介
護
等
に
変

更
と
な
る
ほ
か
、
平
成
29
年
度

（
予
定
）
か
ら
は
要
支
援
の
人

の
介
護
予
防
訪
問
介
護
と
介
護

予
防
通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
利
用
者
の
経
費
負
担

　

８
月
以
降
、
一
定
以
上
の
所

→

得（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
６
０
万
円
）が
あ
る
人
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
が
１
割
か
ら
２
割

に
変
更
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
限
度

額
も
月
額
３
万
７
２
０
０
円
か

ら
４
万
４
４
０
０
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

の
居
住
費･

食
費
に
つ
い
て
、

所
得
の
低
い
人
は
負
担
限
度
額

に
よ
り
食
費
・
居
住
費
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
認
定
す
る
所
得
の
計
算
基

準
に
、
預
貯
金
な
ど
の
資
産
や

非
課
税
年
金
の
遺
族
年
金
や
障

害
者
年
金
も
加
算
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

●
介
護
保
険
料

　

介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
年

額
４
万
４
４
０
０
円
か
ら
６
万

６
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た（
下
表
の
と
お
り
）。

　

ま
た
、
保
険
料
段
階
も
こ
れ

ま
で
の
６
段
階
か
ら
９
段
階
に

細
分
化
さ
れ
、
よ
り
所
得
に
応

じ
た
負
担
区
分
と
な
り
ま
し

た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

町では、高齢者の皆さんが元気
に自立した日常生活を送れるよ
う、介護予防運動教室「元気ハ
ツラツにこにこクラブ」を実施
しています（写真は昨年の同事
業の様子）。参加を希望する人
は、保健福祉課までご連絡くだ
さい。

元気ハツラツ
にこにこクラブ

→

→

→
→

→
→→
→→
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３月、町内の小・中学校、高校や幼稚園で卒業式や卒園式が行われ、
子どもたちが通い慣れた学びやを後にしました。当日の様子を写真で紹介します

写真特集 卒業・卒園
猪苗代幼稚園（３月 18 日）

長瀬小学校（３月 23 日）

吾妻中学校（３月 13 日）

猪苗代高校（３月１日）
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

震災犠牲者の冥福を祈り鐘つき

　東日本大震災物故者慰霊・復興祈願法要は３月 11 日、亀ケ城
公園の鐘楼堂で行われ、震災の犠牲者を弔うとともに、震災から
の復興と原発事故の収束を祈願しました。町仏教会が主催し、町
内の各寺の住職や檀家の代表ら 13 人が参列しました。長照寺住
職の楠俊道会長の読経の後、黙とうをささげた参列者らは、一人
一人焼香し、犠牲者の冥福と震災からの復興を祈りながら鐘を打
ち鳴らしました。

東日本大震災物故者慰霊・復興祈願法要

犠牲者の冥福を祈りながら鐘をつく参列者

子どもたちの教育に役立てて

　猪苗代達
だ る

磨
ま

会は２月 27 日、教育振興事業協力金として、十三
日市で販売しただるまなどの収益金10万円を町に寄付しました。
贈呈式は同日、町役場で行われ、同会の山田敏信会長と新明哲也
さんが「子どもたちの教育に役立ててください」と前後公町長に
寄付金を手渡しました。前後町長は「ありがとうございます。有
効に使わせていただきます」と感謝の言葉を述べました。

猪苗代達磨会が町に寄付

前後町長に寄付金を手渡す山田会長（中央）と新明さん（右）

信頼される自衛官目指し頑張って

左から前後町長、湯田さん、小林さん、小椋さん

町自衛隊協力会が入隊予定者を激励

　町内の自衛隊入隊予定者の激励会は３月 17 日、町役場で開か
れました。町自衛隊協力会会長の前後公町長が、ことし入隊予
定の湯田郁美さん（不動＝会津学鳳高卒）、小林翔太さん（富永＝
喜多方桐桜高卒）、小椋清盛さん（達沢＝猪苗代高卒）に激励金を
贈呈し、「いずれの地にあっても、ふるさとを愛する心を忘れず、
信頼される自衛官として活躍することを期待しています」とはな
むけの言葉を送りました。

※学年は３月 7 日現在

憧れの選手からスキー技術学ぶ

　フリースタイルスキーモーグルの星野純子選手（リステル）ら
によるスキー教室「エンジョイデコボコ in 会津磐梯山エリア」
は３月７日、箕輪スキー場で開かれました。この教室には、町内
外から小学生から大人まで約 30 人が参加。初級、中級、上級の
３班に分かれ、コブを滑る基本などを教わりました。星野選手か
ら指導を受けた西村百叶さん（猪苗代小３年）は「星野選手に滑
りをほめてもらえてうれしかった」と笑顔を見せました。

星野純子選手らによるスキー教室開催

星野選手（左）から指導を受ける子どもたち

町地域福祉交流センターが完成

　旧猪苗代町立病院を改修した町地域福祉交流センターの工事が
完了し、３月 31 日、同センターで引き渡し式が行われました。
式では、前後公町長が「地域の福祉、交流の拠点として町民に親
しまれる施設にしたい」とあいさつ。関係者がテープカットを行
い、完成を祝いました。同センターには、町社会福祉協議会、町
シルバー人材センターなどが入居します。大会議室や調理実習室
などは、町民の皆さんもご利用が可能です。

旧猪苗代町立病院が生まれ変わる

テープカットを行い完成を祝う関係者

ふくしま駅伝町の部初優勝記念

メモリアルプレートの贈呈を受けた渡部監督（中央）ら

メモリアルプレート制作、メンバーに贈呈

　町ではこのほど、昨年 11 月に開かれた第 26 回ふくしま駅伝
で本町チームが町の部初優勝を飾った記念として、メモリアルプ
レートを制作、カメリーナに展示するとともに、メンバーの 42
人全員に贈りました。贈呈式は３月 17 日、町役場で行われ、前
後公町長が二瓶芳雄総監督、渡部敏弘監督らに手渡しました。二
瓶総監督は「皆さんの応援のおかげで優勝できた。選手たちには
挑戦者の気持ちでまた頑張ってほしい」と話しました。

初のＷ杯２位に星野選手（右）のピュアスマイルがはじける

星野純子選手がＷ杯で初の２位

　2015 フリースタイルスキーワールドカップ（Ｗ杯）秋田たざわ
湖大会は２月 28、３月１の両日、秋田県のたざわ湖スキー場で
開かれ、初日のモーグルで星野純子選手（リステル）が自己最高
の２位に入りました。２日目のデュアルモーグルでも６位入賞と
大活躍。ソチ冬季五輪などで活躍した上村愛子さんの引退後、日
本女子モーグルのエース候補として期待が寄せられる星野選手。
来シーズンの活躍も大いに期待されます。

フリースタイルスキーＷ杯秋田たざわ湖大会

世界選手権の回転での滑り（撮影＝堀切 功／日本障害者スキー連盟）

鈴木猛史選手がことしも大活躍

　チェアスキーヤーの鈴木猛史選手（駿河台大職員、猪苗代高卒）
が 2014-15 シーズンのワールドカップ（Ｗ杯）で総合優勝と技術
系の種目別優勝を果たすなど、今シーズンも大活躍を見せました。
また、３月にカナダ・パノラマで開かれた世界選手権では回転で
金メダルに輝きました。シーズンを終えた鈴木選手は「世界のレ
ベルが上がってきているので、安定した成績が残せるよう、来シー
ズンに向けてしっかり準備していきたい」と話しました。

世界選手権回転、Ｗ杯総合と技術系で優勝

※
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つ
か
ま
り
立
ち
を
し
な
が

ら
、
部
屋
の
中
を
元
気
に
歩

き
回
る
奏
介
く
ん
。「
で
き

る
こ
と
が
日
に
日
に
増
え
て
、

最
近
は
、
つ
か
ま
り
立
ち
の

状
態
か
ら
お
す
わ
り
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

マ
マ
の
智
美
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
営
む
岩
井

さ
ん
夫
婦
。
人
見
知
り
せ
ず
、

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
奏
介
く
ん

は
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
も
人
気
者
。

愛
く
る
し
い
笑
顔
で
お
客
さ

ん
の
心
を
癒
し
ま
す
。「
声

を
掛
け
て
く
れ
た
り
、
だ
っ

こ
し
て
く
れ
た
り
と
、
お
客

さ
ま
も
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

る
ん
で
す
」
と
智
美
さ
ん
。

　
「
猪
苗
代
は
四
季
そ
れ
ぞ

れ
に
魅
力
が
あ
っ
て
と
て
も

い
い
と
こ
ろ
。
こ
の
子
に
は
、

こ
の
土
地
に
誇
り
を
持
っ
て

過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
パ
パ
の
正
一
郎
さ
ん
は
奏

介
く
ん
を
優
し
く
見
つ
め
な

が
ら
話
し
ま
し
た
。

※
「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

奏介くんの名前には、「他人を助け、周りの人と良
いハーモニーを奏でてほしい」というパパとママの
願いが込められています。

平成 26 年５月生まれ
～大原　
正
しょう

一
い ち

郎
ろ う

さん・智
と も

美
み

さん夫婦の長男

岩井　奏
そ う

介
す け

　くん

大好きなパパ、ママと一緒に笑顔で「ハイ、チーズ」

笑顔でこんにちは

いわき明星大がら講師を招き実施した授業の様子（昨年７月）

   スクールトピックス

　町商工会青年部ではこのほど、町内各小学校の４
～６年生を対象に、町のご当地グルメのアイディア
を募集しました。
　猪苗代、千里、長瀬、吾妻の４小学校から約 60
点の応募があり、同部では各校の１位と２位の児童
を表彰し、受賞者に記念品を贈呈しました。
　今後は、「猪苗代そば餃子」に続くご当地グルメ
の商品化を目指して、同部のグルメ委員会が中心
となり、入賞作品のアイディアをもとに作ったメ
ニューを磐梯まつりなどのイベントで販売する予定
です。

　４月から、町のご当地グルメ「猪
苗代そば餃子」が町内の４店舗で食
べられるようになりました。
　「猪苗代そば餃子」は町のご当地
グルメとして町商工会青年部が試行
錯誤を重ね、約４年前に開発したも
ので、具に町の特産品である「そば」
が麺状のまま入っているのが大きな
特徴です。ほかにも具材として会津
地鶏を使うなど、地元産の食材にこ

ご当地グルメ

「猪苗代そば餃子」
お店でも食べられる
ようになりました

　入賞者は下記のとおりです（敬称略。学年は３月
20 日現在）。
▶猪苗代小　①鈴木七海（５年）「ケーキのような !!
ブルーベリーサンド」　②東條なな子（５年）「ほう
れんそうのお好み焼き」
▶千里小　①佐藤渚（５年）「そばすいとん」
②村上拓慎（５年）「そば粉のドーナツ」
▶長瀬小　①長嶺歩美（５年）「そばかりんとう」
②半澤勝将（４年）「６種類しみもち」
▶吾妻小　①福地晶（６年）「猪苗代風お好み焼き」
②大桃由萌（６年）「野菜たっぷりモチモチもち」

「めっちゃおいしい」とそば餃子を頬張る、
いなわしろ天鏡太鼓の皆さん

　観光客や町民の皆さんなど、多
くの皆さんにそば餃子を食べても
らうため、町商工会青年部のグル
メ委員会に所属するメンバーの店
舗で提供することにしました。
　今回提供を始めた４店舗では、
付け合わせを変えるなどして、そ
れぞれの店の個性を出しています。
　最終目標は町内のどこでも食べ
られることなので、今後提供でき
る店を増やしていけるように努力
していきたいですね。

ドライブイン磐尚
二瓶　尚之さん

猪苗代グルメアイディア　入賞作品決定

だわっています。
　今までは磐梯まつりなどのイベン
ト時のみの提供でしたが、より多く
の人に食べてもらおうと、店舗での
提供にこぎつけました。
　販売開始日の４月１日には、野口
英世記念館のリニューアルオープン
記念イベントで演奏した、いなわし
ろ天鏡太鼓の皆さんが、ドライブイ
ン磐尚での昼食時にそば餃子を注
文。「外はパリっと、中はもちもち
していておいしい」「お酒のつまみ
にいいかも」などと好評でした。
　「猪苗代そば餃子」は下記の店舗
で食べられます（販売価格はいずれ
も２本で 500 円）。

・ドライブイン磐尚　☎（65）2851
・酒家 Den　☎（62）3665
・手打ちそば処こがね　☎（62）2207
・小西食堂　☎（64）3128

が

　

長
瀬
小
学
校
は
こ
の
ほ
ど
、
日
本

電
気
協
会
の
第
９
回
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
賞
の
小
学
校
の
部
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
平
成
24
年
度
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成

25
、
26
年
度
に
は
県
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
に
選

定
さ
れ
、
岩
手
大
、
い
わ
き
明
星
大
、

北
陸
電
力
や
町
な
ど
と
産
学
官
民
の

協
力
体
制
を
築
き
、
連
携
を
図
り
な

が
ら
全
学
年
で
学
習
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
こ
の
３
年

間
の
取
り
組
み
が
高
い
評
価
を
受
け

た
も
の
で
す
。

　

３
月
18
日
に
は
、
同
校
の
江
尻
陽

子
校
長（
当
時
）と
栗
田
幸
子
教
諭

が
町
役
場
を
訪
れ
、
前
後
公
町
長
に

報
告
。
江
尻
校
長
は
「
取
り
組
ん
で

い
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
町
の
将

来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
や
が
て

は
町
の
将
来
を
担
う
と
い
う
意
識
が

芽
生
え
て
き
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
受
賞
で
き
ま
し
た
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

前
後
町
長
は
「
町
と
し
て
も
大
い

に
価
値
の
あ
る
賞
。
今
後
も
充
実
し

た
教
育
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。

長
瀬
小
が
全
国
最
優
秀
賞 

日
本
電
気
協
会
表
彰

報告に訪れた江尻校長（右から２人目）と栗田教諭（右）
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ご
意
見
箱
に

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
と
回
答

●
温
泉
施
設
を
建
設
し
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

　
他
町
村
に
は
、
公
営
の
施
設
で
安

価
で
入
浴
で
き
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
猪
苗
代
町
に
は
、

町
内
に
温
泉
を
ひ
い
て
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
旧
役
場
跡
地
に
建
設
し
て
ほ
し
い
。

沼
尻
で
は
足
の
便
が
悪
い
で
す
。

【
回
答
】

　

町
で
は
、
平
成
21
年
度
に
「
歩
い

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の

中
で
、
推
進
委
員
会
を
設
立
し
温
泉

施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た

経
過
が
あ
り
ま
す
。

　

温
泉
水
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
同

委
員
会
か
ら
「
町
民
の
関
節
疾
患
の

改
善
や
機
能
回
復
の
た
め
に
、
温
泉

水
を
活
用
す
る
施
設
を
、
町
民
の
合

意
形
成
の
下
に
、
利
用
見
込
み
と
財

政
状
況
を
考
慮
し
て
、
将
来
的
に
整

備
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
」
と
提
言

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
将

来
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
検
討
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
町
で
は
新
た
な
温
泉
施
設

を
整
備
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
営
施
設
の
利
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
健
康
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
お
元
気
ク
ラ
ブ
」
に
ご
登
録
い
た

だ
く
と
、
中
ノ
沢
に
あ
る
町
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
送
迎
付
き
で
ご
利
用

い
た
だ
け
る
活
動
支
援
事
業
が
ご
ざ

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会（
☎
62
―
５
１
６
８
）ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
日
帰
り
入
浴
が

で
き
る
民
間
施
設
も
数
多
く
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎（
62
）２
１
１
２

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い

【
ご
意
見
】

　
①
こ
と
し
か
ら
子
ど
も
子
育
て
支

援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
町
で
は
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
の
質
の
向
上
を
進
め
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
質
の

向
上
を
進
め
る
予
定
で
す
か
。
教
育

内
容
に
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る

予
定
な
ど
が
あ
れ
ば
知
り
た
い
で
す
。

　
②
県
内
の
子
ど
も
は
運
動
不
足
で

あ
る
と
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
対
策
と
英
語
や
音
楽
の
教
育
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
③
現
在
あ
る
幼
稚
園
を
一
つ
の
こ

ど
も
園
に
ま
と
め
る
と
、
ど
う
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
か
。

【
回
答
】

　

①
幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の

量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
る
こ

と
は
、
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

に
お
け
る
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
幼

稚
園
と
保
育
所
の
機
能
や
特
長
を
併

せ
持
ち
、
地
域
の
子
育
て
支
援
も
行

え
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
は
保
育
士
と

幼
稚
園
教
諭
の
両
方
の
資
格
を
有
す

る
保
育
教
諭
が
保
育
・
教
育
を
一
体

的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
保
育
の
質

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
に
は
「
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
、
さ
く
ら

こ
ど
も
園
が
あ
り
ま
す
。
同
園
に
お

け
る
教
育
は
、
本
年
度
か
ら
「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教
育
・
保
育

要
領
」
に
基
づ
く
新
し
い
内
容
と
な

り
、
教
育
保
育
課
程
が
編
成
さ
れ
ま

す
。

　

②
現
在
、
本
町
の
教
育
保
育
施
設

に
お
い
て
は
外
遊
び
の
制
限
は
な
く
、

運
動
不
足
に
つ
い
て
は
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。
英
語
や
音
楽
教
育
に
つ
い
て

は
、
特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
が
、
各
園
の
行
事
に
外
国

語
指
導
助
手
な
ど
を
招
い
て
、
交
流

活
動
を
行
う
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
特
色
の
あ
る
教
育
保
育
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

③
こ
ど
も
園
で
は
、
就
学
前
の
教

育
保
育
を
一
体
的
に
行
え
る
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
０
歳
か
ら
就
学
前
ま

で
の
一
貫
し
た
教
育
保
育
を
受
け
ら

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
こ
ど
も
課　

こ
ど
も
園
係

☎（
66
）２
１
２
７

※
ど
ち
ら
も
町
嘱
託
職
員
で
す
。

▼
資
格
要
件

　

心
身
と
も
に
健
康
で
、
平
成
28
年

３
月
31
日
現
在
で
65
歳
以
下
の
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
成
人

①
児
童
健
全
育
成
に
熱
意
の
あ
る
人

②
保
育
士
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の

教
諭
の
資
格
を
持
つ
人　

ほ
か

※
詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
、
保
健

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
条
件

①
月
曜
か
ら
金
曜
の
平
日

　

午
後
１
時
～
午
後
６
時
15
分

②
土
曜
日
、
学
校
長
期
休
業
中
な
ど

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時
15
分

〈
休
日
〉
日
曜
、
祝
日

※
２
交
代
制
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
。
な
お
、
勤
務
時
間
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
勤
務
内
容

　

児
童
の
生
活
支
援
、
余
暇
支
援
、

ク
ラ
ブ
の
庶
務
会
計
な
ど

▼
勤
務
場
所

　

町
内
７
児
童
ク
ラ
ブ（
猪
苗
代
第

１
・
猪
苗
代
第
２
・
翁
島
・
千
里
・
緑
・

長
瀬
・
吾
妻
）の
い
ず
れ
か

▼
応
募
手
続
き

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
て
、
保
健
福
祉
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
保

健
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

意
見
箱

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
は
、

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び
い

な
、
和
み
い
な
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受

け
付
け
ま
す
）。

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

内
容
の
趣
旨
が
わ
か
ら
な
い
、
事

実
の
確
認
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由

で
回
答
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
意
見
は
趣
旨
が
わ
か
る
よ

う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

道
の
駅（
仮
称
）猪
苗
代

駅
長
候
補
者

　

平
成
28
年
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
道
の
駅（
仮
称
）猪
苗
代
」
の
駅
長

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

駅
長
候
補
者　

１
名

（
株
式
会
社
道
の
駅
猪
苗
代
特
別
職
）

▼
業
務
内
容

①
道
の
駅（
仮
称
）猪
苗
代
の
開
業

準
備（
施
設
の
管
理
運
営
の
企
画
立

案
や
農
産
物
直
売
所
、
物
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
企
画
立
案
）

②
道
の
駅（
仮
称
）猪
苗
代
の
管
理

運
営（
施
設
の
管
理
運
営
全
般
お
よ

び
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
情
報

の
的
確
な
発
信
、
地
場
産
品
の
販
売

な
ど
の
総
括
業
務
）

▼
資
格
要
件

①
民
間
企
業
な
ど
で
小
売
り
・
流
通
・

宣
伝
・
企
画
・
経
営
な
ど
の
実
務
経

験
が
10
年
以
上
あ
る
人

②
民
間
企
業
な
ど
で
部
門
長
と
し
て

の
実
務
経
験
が
あ
る
人

③
40
歳
以
上
の
人（
た
だ
し
、
相
談

に
応
じ
ま
す
）

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
人

⑤
地
域
経
済
の
活
性
化
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
に
意
欲

の
あ
る
人

⑥
道
の
駅
の
運
営
に
意
欲
と
情
熱
が

あ
る
人

⑦
採
用
後
、
町
内
に
居
住
で
き
る
人

▼
勤
務
条
件

①
勤
務
場
所

株
式
会
社
道
の
駅
猪
苗
代

【
開
業
前
】
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
内

【
開
業
後
】
道
の
駅（
仮
称
）猪
苗
代

内（
町
内
堅
田
地
内
）

②
勤
務
時
間

【
開
業
前
】

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

〈
休
日
〉
土
、
日
、
祝
日
他（
た
だ
し
、

業
務
に
よ
り
休
日
勤
務
あ
り
）

【
開
業
後
】
株
式
会
社
道
の
駅
猪
苗

代
就
業
規
則
に
よ
る
。

▼
報
酬

【
開
業
前
】
年
額
５
０
０
万
円

【
開
業
後
】
年
額
６
０
０
万
円

▼
採
用
日　

８
月
１
日（
予
定
）

※
採
用
日
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
応
募
受
付
期
間

　

４
月
６
日（
月
）～
６
月
５
日（
金
）

※
応
募
手
続
き
や
選
考
方
法
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

株
式
会
社
道
の
駅
猪
苗
代　

総
務
部

☎（
36
）７
６
７
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

m
ichinoeki-inaw

ashiro.co.jp/

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
員
・
補
助
支
援
員

　

児
童
の
放
課
後
の
生
活
支
援
や
学

校
長
期
休
業
中
の
余
暇
支
援
を
実
施

す
る
学
童
保
育（
児
童
ク
ラ
ブ
）の

支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

・
支
援
員　

若
干
名

・
補
助
支
援
員　

若
干
名（
補
助
支

援
員
は
、
支
援
員
が
休
暇
を
取
る
場

合
の
代
替
と
し
て
勤
務
し
ま
す
）

募
　
集

　このたび、一般財団法人自治総合セ
ンターの宝くじ普及広報事業費を活用
したコミュニティ助成事業により、関
脇地区に集会所が整備されました。

関脇地区で
集会所整備

▲整備された集会所

いなわしろタウンページ まちのお知らせ
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▼
開
催
日

　

５
月
26
日（
火
）・
６
月
23
日（
火
）・

７
月
28
日（
火
）・
８
月
31
日（
月
）・

９
月
29
日（
火
）の
全
５
回

▼
時
間　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

▼
会
場

　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
締
め
切
り
日

　

５
月
８
日（
金
）
※
定
員
に
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

長
瀬
川
児
童
公
園
の
遊
具

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

町
運
動
公
園
内
に
あ
る
、
長
瀬
川

児
童
公
園
の
遊
具
が
新
し
く
な
り
ま

し
た
。
お
子
さ
ん
の
遊
び
場
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
後
も
保

ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
で

楽
し
く
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、親
子
の
遊
び
の
教
室「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後
期
の

２
回
に
分
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
前
期
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
た
り
、
思

い
切
り
体
を
動
か
し
た
り
、
季
節
に

合
わ
せ
た
遊
び
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
近
所
に
同
世
代
の
子
ど
も
が
少

な
い
、
転
入
し
た
ば
か
り
、
母
親
同

士
の
情
報
交
換
が
し
た
い
と
い
う
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

　

町
内
在
住
の
２
歳
か
ら
４
歳
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者　

20
組（
※
以

前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
参
加

で
き
ま
せ
ん
）

護
者
同
伴
の
下
、
安
全
な
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
河
川
敷
地
内
に
あ
る
同
公

園
は
、
河
川
法
に
よ
り
新
た
に
大
型

遊
具
を
設
置
す
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
幼
児
向
け
の
小
型
遊
具
を
設
置

し
ま
し
た
。
大
型
遊
具
の
利
用
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
皆
さ
ん
に
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

県
、
市
町
村

と
事
業
所
が
連

携
し
て
子
育
て

世
帯
を
応
援
す

る
「
フ
ァ
ミ
た

ん
カ
ー
ド
」
が

新
し
く
な
り
ま

し
た
。
新
し
い

カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
、
平
成
32
年

３
月
31
日
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
協
賛
店
で

提
示
す
る
と
、
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
新
し
い
カ
ー
ド
を
３
月

上
旬
に
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
な

ど
を
通
し
て
お
子
さ
ん
に
配
布
し
ま

し
た
。
保
育
所
な
ど
に
在
籍
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
の
カ
ー
ド
は
、
世
帯

主
宛
て
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
や

カ
ー
ド
を
な
く
し
た
人
は
、
保
健
福

祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
他

市
町
村
か
ら
本
町
に
避
難
し
て
い
る

人
も
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）。

▼
対
象　

０
歳
か
ら
18
歳（
18
歳
に

達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る

ま
で
）の
子
ど
も

▼
配
付
枚
数　

対
象
者
１
人
に
つ
き

１
枚

▼
そ
の
他

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
協
賛
店

の
ご
厚
意
に
よ
る
も
の
で
す
。

・
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

際
は
、
ご
利
用
の
前
に
必
ず
お
店
の

人
に
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

子
育
て

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　町は、「広報猪苗代」に掲載す
る有料広告を募集しています。事
業所の宣伝、広告などにぜひご活
用ください。手続きや料金など、
詳しくは下記にお問い合わせくだ
さい。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

昨年のちびっこランドの様子

　町では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」
の規定により、市町村に策定が義務付けられている
温室効果ガスの排出量削減のための措置に関する計
画として、平成 22 年４月に「第１次猪苗代町地球
温暖化対策実行計画」（以下「実行計画」）を策定し
ました。
　「実行計画」では、平成 19 年度を基準年度とし、
計画期間の最終年度である平成 26 年度の二酸化炭
素排出量を、基準年度と比較して６％削減すること
を目標としています。

　増加の主な要因は、平成 20 年度に
優良堆肥製造施設、平成 21 年度に体
験交流館、平成 23 年度に地域農業活
性化センター、平成 24 年度にこども
園がそれぞれ供用を開始したことによ
るものです。
　今後も各施設において、照明、空調
などの適正な管理や公用車エコドライ
ブの推進、再生可能エネルギーの導入
などに取り組み、目標達成に向け計画
の推進に努めてまいります。

種類 増減率
（％） 主な要因

軽油 31.95
除雪車（建設課）、ダンプ・ローダ（優良堆肥製造施設）、小
型トラック（上下水道課）、トラクター（地域農業活性化セ
ンター）の使用増

灯油 16.64 「体験交流館」「小学校」「中学校」での使用増、「地域農業活
性化センター」供用開始による使用増

ガソリン 11.31 「農林課」「町民生活課」「生涯学習課」「こども園」での公用
車使用増

電気使用量 6.40 「優良堆肥製造施設」「体験交流館」「さくらこども園」の供
用開始、「東部水源」水量増加に伴う使用増

液化石油ガス
（ＬＰＧ） △ 10.27 「体験交流館」開館に伴う公民館業務移設による使用減

Ａ重油 △ 75.65
「役場庁舎」の冷暖房管理による使用減（地中熱交換システ

ム導入によるもの）、「体験交流館」開館に伴う公民館業務移
設による使用減

種 類 H19 使用量 H25 使用量 H19 排出量
（kg-CO2）

H25 排出量
（kg-CO2） 比較（％）

ガソリン 32,502 ℓ 36,180 ℓ 75,459 83,997 11.31

灯 油 161,415 ℓ 188,269 ℓ 401,840 468,693 16.64

軽 油 87,878 ℓ 117,495 ℓ 230,174 303,721 31.95

Ａ重油 57,500 ℓ 14,000 ℓ 155,804 37,935 △ 75.65

液化石油ガス
（LPG） 8,330 kg 7,478 kg 24,992 22,426 △ 10.27

電気使用量 3,004,986 kwh 3,791,829 kwh 1,667,767 1,774576 6.40

合 計 2,556,036 2,691,347 5.29

種類別の二酸化炭素排出量増減の主な要因

種類別の使用量と二酸化炭素排出量
役場庁舎・水防センター・地域農業活
性化センター・農村環境改善センター・
優良堆肥製造施設・水道施設・下水道
施設・小学校（６校）・中学校（３校）・
保育所（２所）・幼稚園（４園）・さく
らこども園・体験交流館・図書歴史情
報館・むかし体験館
※総合体育館（カメリーナ）など指定
管理者制度により外部委託している町
施設は対象外としています。指定管理
者には可能な限り「実行計画」の趣旨
に沿った取り組みを実践するように要
請しています。

問企画財務課　企画調整係　☎（62）2112

【対象施設】

平成    年度

町有施設の温室効果

ガス（二酸化炭素）

排出量を公表します

２５
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※
お
も
い
や
り
駐
車
場
と
は

　
障
が
い
者
、
妊
産
婦
な
ど
、
歩
行
が
一

定
程
度
困
難
な
人
に
県
が
利
用
証
を
交
付

す
る
こ
と
で
、
店
舗
や
公
共
施
設
な
ど
の

車
い
す
マ
ー
ク
の
あ
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
し
や
す
く
す
る
制
度
で
す
。

肺
炎
に
な
る
確
率
を
下
げ

る
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
か
か
る
原
因
と

も
な
る
肺
炎
球
菌
。
そ
の
感
染
や
重

症
化
を
予
防
す
る
の
が
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

▼
対
象
者

　

今
年
度
の
対
象
者
は
、
左
の
年
齢

に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
ま
だ
一
度

も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
で
す
。

▼
料
金　

無
料

▼
助
成
期
間　

28
年
３
月
31
日
ま
で

▼
予
診
票

　

町
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
あ
り

ま
す
。
町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を

希
望
す
る
人
は
保
健
福
祉
課
窓
口
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
１
人
１

回
で
す
。
今
回
接
種
を
受
け
た
人
は
、

今
後
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎（
62
）２
１
１
５

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出
荷

す
る
際
の
注
意
点

　

山
菜
な
ど
を
採
取
・
出
荷
す
る
際

に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
猪
苗
代
町
で
は
、「
こ
し
あ

ぶ
ら
」「
た
ら
の
め
」「
ね
ま
が
り
た

け
」「
野
生
の
き
の
こ
」
が
出
荷
制

限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
品
目
に

つ
い
て
は
、
検
査
の
結
果
、
食
品

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

（
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
）を
下
回
っ

て
い
た
場
合
で
も
出
荷
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
品

目
は
、
加
工
用
原
材
料
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

▼
放
射
性
物
質
の
検
査

・
野
生
の
山
菜
を
出
荷
・
販
売
す
る

場
合
は
、
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
安
全
が
確
認

さ
れ
た
品
目
の
み
出
荷
・
販
売
が
可

能
で
す
。

・
自
家
消
費
用
の
山
菜
に
つ
い
て
は
、

町
地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
ア

グ
リ
い
な
）で
放
射
性
物
質
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
問
ア
グ
リ
い
な   

☎（
85
）７
１
３
７

▼
食
中
毒
に
注
意
！

　

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
防
止
の

た
め
、
知
ら
な
い
山
菜
は
採
取
し
た

り
、
食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

判
断
に
迷
う
場
合
は
、
専
門
家
、
研

究
機
関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部
林

業
課   

☎
０
２
４
１（
24
）５
７
３
４

ま
た
は
農
林
課　

農
林
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
６

お
も
い
や
り
駐
車
場
利
用

証
の
申
請
手
続
き
が
変
更

　

４
月
か
ら
、
お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
証
の
申
請
手
続
き
が
一
部
変
わ

り
ま
し
た
。
次
の
場
合
は
、
申
請
の

際
に
返
信
用
封
筒（
送
付
先
を
記
入

し
、
１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

も
の
。
角
２
サ
イ
ズ
）を
添
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
妊
産
婦
が
妊
娠
７
カ
月
以
前
に
申

請
す
る
場
合

②
郵
送
で
申
請
す
る
場
合（
県
の
機

関
に
来
所
し
て
申
請
す
る
場
合
、
封

筒
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

（
水
）、
③
10
月
７
日（
水
）、
④
11

月
18
日（
水
）

▼
実
技
講
習（
第
１
回
～
第
４
回
）

①
５
月
27
日（
水
）、
②
７
月
30
日

（
木
）、
③
10
月
14
日（
水
）、
④
11
月

25
日（
水
）

▼
時
間　

各
回
午
前
10
時
～
正
午

※
た
だ
し
、
第
４
回
実
技
講
習
は
午

後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
場
所　

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

▼
内
容

・
学
科　

飼
い
犬
に
関
す
る
法
令
、

し
つ
け
方
、
問
題
行
動
に
つ
い
て

・
実
技　

飼
い
犬
や
デ
モ
犬
を
用
い

た
し
つ
け
方（
お
座
り
、
伏
せ
、
待

て
な
ど
）

※
学
科
・
実
技
講
習
を
セ
ッ
ト
で
受

講
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼
講
師　

同
福
祉
事
務
所
職
員
な
ど

▼
定
員　

各
回
10
人
程
度

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
参
加
申
込
書（
会
津
保
健

福
祉
事
務
所
、
町
役
場
町
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
郵
送

で
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い（
電
話
に
よ
る
申
し

込
み
も
で
き
ま
す
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所（
会
津
保

健
所
）
〒
９
６
５
｜
０
８
７
３
会
津

若
松
市
追
手
町
７
｜
40

☎（
29
）５
５
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
29
）５
５
１
３

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
高
齢
福
祉
課

☎
０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
９
７

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
（
29
）
５
２
７
２

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎
（
62
）
２
１
１
５

～
愛
犬
と
楽
し
く
過
ご
そ
う
～

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所（
会
津

保
健
所
）
で
は
、「
飼
い
犬
の
し
つ

け
方
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
学
科
講
習（
第
１
回
～
第
４
回
）

①
５
月
20
日（
水
）、
②
７
月
22
日

注
　
意

保
　
健

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
に
補
助
金
を
交
付

　

町
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
と
促
進
を
図
り
、
自
然
と
共

生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
循
環

型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に

対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
要
件

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
人
が
居
住
し

て
い
る
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す

る
住
宅（
店
舗
併
用
住
宅
を
含
む
）

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
に
、

経
費
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
。

※
４
㌔
㍗
上
限（
６
万
円
）

▼
申
請
受
け
付
け　

４
月
１
日（
水
）

か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
予
定
件
数　

15
件

▼
申
請
手
続
き

　

補
助
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
猪
苗
代
町
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
費

補
助
制
度
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係　

☎（
62
）２
１
１
２

手
続
き

　

年
齢

 　

生
年
月
日

65
歳

70
歳

75
歳

80
歳

85
歳

90
歳

95
歳

100
歳

昭
和
25
年
４
月
２
日
～

昭
和
26
年
４
月
１
日

昭
和
20
年
４
月
２
日
～

昭
和
21
年
４
月
１
日

昭
和
15
年
４
月
２
日
～

昭
和
16
年
４
月
１
日

昭
和
10
年
４
月
２
日
～

昭
和
11
年
４
月
１
日

昭
和
５
年
４
月
２
日
～

昭
和
６
年
４
月
１
日

大
正
14
年
４
月
２
日
～

大
正
15
年
４
月
１
日

大
正
９
年
４
月
２
日
～

大
正
10
年
４
月
１
日

大
正
４
年
４
月
２
日
～

大
正
５
年
４
月
１
日

　毎週火曜日に実施している窓口業務の延
長につきまして、５月から下記のとおり変
更させていただきますので、ご理解のほど
よろしくお願いいたします。

●実施曜日および実施時間

　毎月第２・第４火曜日
　午後７時まで
●延長する業務の内容（今までどおり）

・住民票、印鑑証明、戸籍の証明書発行
・戸籍届、転入・転出届出
・資産証明、納税証明（車検用含む）、所得
証明、所得課税証明、課税証明、所在証明
の発行　など
●問い合わせ先
　総務課　行政管理係　☎（62）2111

窓口業務延長の
実施日が変わります

ここから下は広告欄です。お問い合わせは直接広告主にお願いします

補
助
金

▲県が交付する
利用者証

ペ
ッ
ト

いなわしろタウンページ まちのお知らせ
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行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

宮
澤
重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

▼
開
催
日
時

　

４
月
15
日（
水
）、
５
月
20
日（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

告　

示

・
第
７
号
「
地
縁
に
よ
る
団
体
の
認

可
に
つ
い
て（
相
名
目
財
産
管
理
組

合
）」（
総
務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
８
号
「
配
当
計
算
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
9
号
「
町
道
の
区
域
の
変
更
に

関
す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
10
号
「
町
道
の
供
用
の
開
始
に

関
す
る
告
示
」（
建
設
課
建
設
係
）

・
第
11
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
の
告
示
に
つ
い
て

（
緑
の
村
管
理
セ
ン
タ
ー
、
釣
堀
・

養
魚
観
賞
池
、
淡
水
魚
館
）」（
農
林

課
農
林
整
備
係
）

・
第
12
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
の
告
示
に
つ
い
て

（
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
）」（
商

工
観
光
課
商
工
観
光
係
）

・
第
13
号
「
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
の
告
示
に
つ
い
て

（
猪
苗
代
町
総
合
体
育
館
、
川
桁
体

育
館
、
中
ノ
沢
体
育
館
、
中
ノ
沢
第

二
体
育
館
、
猪
苗
代
町
運
動
公
園
、

中
ノ
沢
運
動
場
、
中
ノ
沢
庭
球
場
）」

（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
）

・
第
14
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
15
号
「
平
成
27
年
第
２
回
猪
苗

代
町
議
会
臨
時
会
の
招
集
」（
総
務

課
行
政
管
理
係
）

公　

告

・
第
８
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

・
第
９
号
「
平
成
27
年
度
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て
」（
税
務
課

賦
課
係
）

・
第
10
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て（
第
８
号
）」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
11
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
職
員
人
事
異
動

　

町
職
員
が
４
月
１
日
付
で
異
動
し

ま
し
た
。（　

）内
は
旧
職
名
。

退　

職
【
３
月
31
日
付
】

▼
瀧
田
勝
昭
（
建
設
課
長
）
▼
別
府

昭
男（
こ
ど
も
課
長
）▼
遠
藤
満（
保

健
福
祉
課
主
幹
兼
健
康
づ
く
り
係

長
）
▼
鈴
木
一
郎
（
建
設
課
主
幹
兼

建
設
係
長
）
▼
今
井
仁
（
教
育
総
務

課
主
幹
兼
指
導
主
事
）
▼
五
十
嵐
桂

子
（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚
園
主
任

主
査
）
▼
阿
部
泉
（
保
健
福
祉
課
保

健
師
）
▼
岡
本
な
つ
み
（
保
健
福
祉

課
保
健
師
）
▼
横
山
紗
千
（
こ
ど
も

課
猪
苗
代
保
育
所
保
育
士
）

解　

任
【
３
月
31
日
付
】

▼
外
島
拓
（
商
工
観
光
課
主
査
、
西

会
津
町
か
ら
派
遣
）

異　

動
【
４
月
１
日
付
】

【
課
長
職
】

▼
参
事
兼
総
務
課
長
（
総
務
課
長
）

石
田
幸
一
▼
参
事
兼
企
画
財
務
課
長

（
企
画
財
務
課
長
）
齋
藤
憲
郎
▼
建

設
課
長
（
建
設
課
主
任
主
査
兼
都
市

整
備
係
長
）
鈴
木
善
弘
▼
こ
ど
も
課

長
（
生
涯
学
習
課
長
）
関
和
清
智
▼

生
涯
学
習
課
長
兼
図
書
歴
史
情
報
館

長
（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
図
書
歴
史

情
報
館
長
）
兼
田
芳
宏

【
課
長
相
当
職
】

▼
建
設
課
主
幹
兼
都
市
整
備
係
長

（
建
設
課
副
課
長
）
森
口
勉
▼
教
育

総
務
課
主
幹
兼
指
導
主
事　

吉
野
徹

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

▼
税
務
課
主
任
主
査（
税
務
課
主
査
）

佐
藤
す
ず
い
▼
町
民
生
活
課
主
任
主

査
兼
環
境
係
長
（
保
健
福
祉
課
主
任

人
　
事

主
査
兼
高
齢
者
福
祉
係
長
）
渡
部
智

行
▼
保
健
福
祉
課
主
任
主
査
兼
高
齢

者
福
祉
係
長
（
町
民
生
活
課
主
任
主

査
兼
環
境
係
長
）
小
林
志
朗
▼
生
涯

学
習
課
主
任
主
査
兼
生
涯
学
習
係
長

（
農
林
課
主
査
）
古
川
い
ち
子

【
係
長
職
】

▼
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
長

（
農
林
課
堆
肥
製
造
施
設
係
長
）
古

川
達
也
▼
農
林
課
堆
肥
製
造
施
設
係

長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
査
）
渡

部
克
宏
▼
建
設
課
建
設
係
長
（
建
設

課
主
査
）
大
川
原
政
人
▼
生
涯
学
習

課
図
書
歴
史
情
報
館
係
長
（
生
涯
学

習
課
主
査
兼
社
会
教
育
主
事
）
安
部

智
恵

【
係
長
相
当
職
】

▼
税
務
課
主
査（
町
民
生
活
課
主
査
）

近
藤
一
彦
▼
税
務
課
主
査
（
保
健
福

祉
課
主
査
）
六
角
隆
▼
町
民
生
活
課

主
査
（
上
下
水
道
課
主
査
）
鈴
木
由

紀
子
▼
町
民
生
活
課
主
査
（
税
務
課

主
査
）
山
本
達
也
▼
保
健
福
祉
課
主

査
（
生
涯
学
習
課
主
査
）
阿
部
智
剛

▼
農
林
課
主
査（
商
工
観
光
課
主
査
）

松
沢
美
恵
▼
商
工
観
光
課
主
査
（
商

工
観
光
課
付
福
島
県
観
光
物
産
交
流

協
会
主
査
）
野
崎
和
彦
▼
商
工
観
光

課
主
査
（
企
画
財
務
課
主
査
）
歌
川

早
苗
▼
建
設
課
主
査
（
上
下
水
道
課

主
査
）
荒
川
徹
▼
建
設
課
主
査
（
商

工
観
光
課
付
北
塩
原
村
派
遣
主
査
）

棚
木
剛
▼
上
下
水
道
課
主
査
（
建
設

課
主
査
）
荒
川
克
司
▼
上
下
水
道
課

主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
）
渡
部
理

恵
子
▼
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚
園
主

任
教
諭
（
こ
ど
も
課
猪
苗
代
保
育
所

主
任
保
育
士
）
土
屋
恵
子
▼
こ
ど
も

課
猪
苗
代
幼
稚
園
主
任
教
諭
（
こ
ど

も
課
猪
苗
代
保
育
所
主
任
保
育
士
）

橋
本
公
子
▼
こ
ど
も
課
猪
苗
代
幼
稚

園
主
任
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ

ど
も
園
主
任
保
育
士
）
青
木
美
緒
▼

こ
ど
も
課
猪
苗
代
保
育
所
主
任
保
育

士
（
こ
ど
も
課
中
の
沢
保
育
所
主
任

保
育
士
）
関
矢
香
代
▼
こ
ど
も
課
中

の
沢
保
育
所
主
任
保
育
士
（
こ
ど
も

課
猪
苗
代
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
本
多

理
恵
▼
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も
園

主
任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら

こ
ど
も
園
主
任
保
育
士
）
小
池
知
恵

子
▼
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も
園
主

任
保
育
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ

ど
も
園
主
任
教
諭
）
大
坂
千
佳
子
▼

こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も
園
主
任
保

育
教
諭
（
こ
ど
も
課
さ
く
ら
こ
ど
も

園
主
任
保
育
士
）
遠
藤
千
絵
▼
生
涯

学
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徹
▼
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委
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査
（
上
下
水
道
課
主
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）
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木
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志
▼
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査
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民
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課
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査
）
渡
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【
担
当
の
職
】

▼
企
画
財
務
課
主
事（
税
務
課
主
事
）

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

相
　
談

掲
示
板！　春はクマが冬眠から目覚め、食べ物を求めて活発に行

動しますのでご注意ください。
　各地でクマが目撃されており、本町では昨年、人がク
マに襲われる事故も発生しています。
　クマによる被害防止のため、山菜採りなどで山に入る
場合には下記の事項に注意してください。
■出没状況を確認し、危険な場所には近づかないでくだ
さい（鳥獣害対策メールマガジンで情報提供しますので、
町農林課にお申し込みください）。
■クマ鈴、ラジオなどで大きな音を出し、自分の存在を
クマに知らせてください。
■子グマを見たら、そっと立ち去ってください（母グマ
が近くにいる場合、攻撃してくることがあります）。
■身近な里山にも生息していますのでご注意ください。
■目撃した場合や足跡などを見つけた場合は、農林課ま
でご連絡ください（時間、場所、大きさ、何をしていた
かなど）。
　　　　　　　　問農林課　農林整備係　☎（62）2116

クマに注意しましょう！
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編
集
後
記

を提出してください。
（２）登録手続きの案内　
　発見届が済むと、県教育委員会か
ら登録審査会の案内があります。

（３）登録審査会
　登録審査会の案内が届いたら、審
査を受けてください。審査会の日時
や持参する物は、案内に記載してあ
ります。
●その他　所有者変更・登録証紛失
についても手続きが必要です。詳し
くは下記までお問い合わせください。
問県教育委員会文化財課
　☎ 024（521）7787

　 まきばのさくらロード
　 おかめの会さくら祭り

　「振り向けば磐梯山、見下ろせば
猪苗代湖」。会津一のビュースポッ
トで、お花見をしませんか。
●日時　５月６日（水、振替休日）
　午前 11 時～
●場所　町営牧場内特設会場（緑の
村魚のつかみ取り池となり）

●イベント内容
▷こづゆの振る舞い▷お茶の野だて
▷猪苗代の歴史・観光ガイド▷民話
の語り▷よさこい演舞▷銭太鼓演奏
会▷フラダンス披露
●出店
・野菜・漬け物（きずなファーム）
・お花見団子（吾妻食品・宝来堂製菓）
問おかめの会　星久子（西ノ沢温泉
たなべの湯）　☎（65）2533

　 職場のトラブル解決を
　 サポートします

　会津総合労働相談コーナーでは、
職場でのトラブル（解雇・労働条件
の引き下げ・いじめ・嫌がらせ・パ
ワハラなど）でお悩みの方に、アド
バイスや担当機関への取り次ぎを行
うなどして、解決のお手伝いをして
います。
　相談があったことや内容が他に漏
れることはありませんので、お気軽
にご相談ください。
問会津総合労働相談コーナー
　☎（26）6494

　 身体・知的障がい者の
　 相談会が開催されます

　県では、義手、義足や補聴器など
に関する相談会、視覚障がい者に対
する総合的な相談会や知的な面で障
がいがある方を対象とした相談会を
各地区（会津地区は会津若松市）の
会場と県障がい者総合福祉センター
で開催しています。
※事前の予約が必要です。希望する
人は保健福祉課へご連絡ください。
●日時・場所　下記までお問い合わ
せください。
●その他　相談無料・秘密厳守
問保健福祉課　社会福祉係
　☎（62）2111
　県障がい者総合福祉センター
　☎ 024（525）8186

　 就職に向けて技能習得
　 職業訓練の受講生募集

　会津職業能力開発促進センターで
は、下記のとおり職業訓練生を募集
します。
●募集訓練科名　生産システムサー
ビス科
●対象者　公共職業安定所に求職登
録されている方で、職業訓練の受講
が望ましいと判断された方
●募集定員　15 名
●受講料　無料
●募集期間
　４月 20 日（月）～５月 15 日（金）
●選考日　５月 19 日（火）
●訓練期間
　６月２日（火）～ 11 月 27 日（金）
問会津職業能力開発促進センター
　訓練課　☎（26）0520

　 テクノアカデミー会津
　 セミナー受講者を募集

　テクノアカデミー会津では、セミ
ナーの受講者を募集しています。
●募集コース
① Excel 基礎

【日時】６月１日（月）～４日（木）
午後４時 30 分～午後７時 30 分（計
12 時間）

【受講料】3,100 円（テキスト代別途
3,000 円（予定））

【申込締め切り日】５月 18 日（月）
②中堅社員の基礎スキル

【日時】６月 15 日（月）、16 日（火）
午前９時～午後４時（計 12 時間）

【受講料】3,100 円
【申込締め切り日】６月１日（月）

③国内旅行業務取扱管理者受験対策
【日時】７月１日（水）、２日（木）、
６日（月）、７日（火）　午後４時 30
分～午後７時 30 分（計 12 時間）

【受講料】4,300 円（テキスト代別途
3,847 円）

【申込締め切り日】６月 17 日（水）
●定員　各 10 名
●詳細　本校ホームページ（http://
www.tc-aizu.ac.jp/「経営企画部門」）
をご覧ください。
●申し込み方法　受講申込書に記入
し、本校へ郵送、持参もしくはファ
クスで送信してください。受講申込
書は、本校ホームページからダウン
ロードできます。
問テクノアカデミー会津
　☎ 0241（27）3221

  　未登録の銃砲刀剣類を
  　発見したら、登録を！

　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、登録を受けてください。手続
きを怠ると、不法所持になり罰則を
受けることがあります。
●未登録の銃砲刀剣類を発見した場
合の手続き

（１）発見届け出
　未登録の銃砲刀剣類を発見したと
きは、まず最寄りの警察署に発見届

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 27 年２月 28 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族や知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎管内でスリップ事故が多発しています。路面の状況
に応じた速度で運転しましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 27 年 平成 26 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 12 3 9 300.0
磐 　 梯 　 町 2 1 1 100.0
裏 　 磐 　 梯 6 1 5 500.0

　　　計 20 5 15 300.0

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
27 年 26 年 27 年 26 年 27 年 26 年

窃盗犯計 11 2 1 1 6 1
空き巣
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 2
倉庫荒らし 1
侵入盗その他 5 2
置引き
車上ねらい 3 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい
自販機ねらい
万引き 2
職場ねらい
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 1 1
非侵入盗その他 2 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 1 1
詐欺・横領

遺失物等横領
器物損壊 1

その他の刑法犯
総　計 12 3 2 1 6 1
増　減 9 1 5

町村別
事故別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
27 年 26 年 27 年 26 年 27 年 26 年

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 13 24 2 3 2 1
増　　減 -11 -1 1

　

今
月
号
で
紹
介
し
た
鈴
木

猛
史
選
手
、
星
野
純
子
選
手
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
星
さ
ん
夫

婦
な
ど
、
今
シ
ー
ズ
ン
も
町

ゆ
か
り
の
選
手
の
活
躍
が
目

立
ち
ま
し
た
▼
日
本
男
子

モ
ー
グ
ル
の
エ
ー
ス
、
遠
藤

尚
選
手
は
、
残
念
な
が
ら
け

が
で
シ
ー
ズ
ン
序
盤
に
離
脱

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
Ｗ

杯
開
幕
か
ら
２
戦
連
続
で
表

彰
台
に
立
ち
、
ラ
ン
キ
ン
グ

ト
ッ
プ
に
な
る
な
ど
、
表

彰
台
の
頂
点
に
立
つ
の
も
目

前
の
よ
う
で
す
。
今
か
ら
来

シ
ー
ズ
ン
が
待
ち
遠
し
い
で

す
。（
矢
森
）

就　　職 相　　談

催　　し

お悔やみ申し上げます
（２月 15 日～３月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区
長峰キミヨ 98 守 北高野
清野　信義 81 信義 新北町
鈴木　春美 77 春美 桜ケ丘
佐藤　知成 58 知成 神明町
松本キミヨ 91 豊和 幸野
本多　新一 80 吉一 半坂
佐藤　晴子 63 秀一 内野
大束ハルミ 89 佐藤キヌ子 名古屋町

武藤　金也 95 吉晴 白木城
小林　記雄 65 記雄 名古屋町

小針キクノ 96 江刈内武雄 幸野
宇南山洋子 77 國光 新北町
五十嵐トキ 85 昭一 見祢
難波　一則 60 一則 六角
小板橋政喜 82 鉄男 木地小屋

飯澤　　宏 81 宏 沼尻駅前

渡部　　正 84 正 神明町
黒岩　勝子 77 勝子 九軒町
増子　正美 81 正美 半坂
野口千代喜 91 啓子 三城潟
野口　富勝 67 富勝 三城潟
小林トメ子 85 トメ子 新町ろ
川﨑　正樹 55 正樹 幸野
穴澤　武吉 89 武吉 六角
塩谷　　久 95 隆一郎 上新町
佐藤　　健 65 健 入江
佐藤　和子 87 仁 伯父ケ倉

二瓶　昌英 67 昌英 三城潟

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

町の人口

 27 年３月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　14,924 人
　　世帯数　　　  5,035 戸
　　出生　16 人　  転入　 27 人
　　死亡　25 人  　転出　 36 人

４月 28 日（火）
午前９時 00 分から
午後５時 00 分まで

町役場で全血献血を実施します。
400㍉㍑献血にご協力ください。
骨髄バンクの募集も同時に実施

４月の献血日程
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暮らしの情報広場

   今月の納期
（納期限４月 30 日）

●固定資産税
　　　　　 １期分
●上下水道使用料
　　　　　 ４月分

緑の村魚のつかみ
取り池広場となり(　　　)

県道７号線

●●
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至天鏡台

至スキー場

開催場所
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Our  Museum
みんなの美術館

４月は吾妻小学校のお友達の作品です（学年は３月 12 日現在）
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■一口メモ■
　大葉やしょうがなどの香味野菜を加えることで塩分控えめに食べることができます。また、にらには
抗酸化作用があり疲労回復にも役立ちます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 214

【材料】４人分
鶏ささみ  ８本・キャベツ  ３枚・にんじん  1/3 本・にら  1/2
束・長ねぎ  1/2 本・塩  小さじ 1/2・しょうが  １かけ・こしょ
う  少々・しょうゆ  小さじ 1/3・片栗粉  小さじ１・ごま油  
小さじ１・小麦粉  小さじ１・大葉  ８枚・サラダ油  小さじ２・
水  大さじ３・サニーレタス  ４枚・赤パプリカ  1/2 個

【作り方】
① みじん切りにしたキャベツ、にんじん、にら、長ねぎに
塩をふり、５分ほど置く。
② ①の水分を絞り、こしょう、しょうゆ、片栗粉、ごま油、
すりおろしたしょうがを混ぜ合わせる。
③ すじを取って麺棒などで薄く伸ばした鶏ささみに小麦粉
をふり、大葉と②を乗せて半分に折る。
④ サラダ油を熱したフライパンで③を焼き色がつくまで焼
いた後、水を加えて蒸し焼きにする。
⑤ 火が通ったらサニーレタスを敷いた皿に盛り、スライス
した赤パプリカを添えて出来上がり。

【１人当たりの栄養量】
エネルギー 158㌔㌍、塩分 1.0㌘

鶏ささみのギョーザ風
（高血圧予防メニュー）

林部　柊
しゅう

太
た

さん（６年）

「月夜のでんしんばしら」

宮沢賢治の話の一場面を想像
して描きました。工夫したの
は、でんしんばしらの光が当
たっている部分と影の部分を
色で表現したところです。線
路も、立体的に見えるように
うまく描けました。増子勇

ゆ

輝
き

士
と

さん（４年）

「ダイビングキャッチ」

「12 年後のわたし」がテーマ
の作品です。12 年後は、きっ
と趣味で野球をやっていると
思います。形をつくった後、
あえて体の表面をひっかき、
スピード感を出しました。そ
こがとても気に入っています。


